
ちから水



　最大毎秒4.3㎥の水が新たに生み出され、愛知

県・岐阜県、名古屋市 の上水道用水並びに愛知県

の工業用水を供給する重要な役割を担っていま

す。平成20年4月1日からは、木曽川水系におい

て牧尾ダム・岩屋ダムの貯水量を温存し安定供給

を図るため、阿木川ダム・味噌川ダムの先行利用

を試行的に運用しています。

　味噌川ダムは、ダム地点の計画高
水流量毎秒650㎥のうち、毎秒600
㎥（暫定）の洪水調節を行います。
このときの放流量は毎秒50㎥となり
ます。

　ダム完成以前より木曽川で取水していた農業・工
業・水道用水に影響を与えないようにすると共に、
渇水時に河川周辺の魚・植物・動物などの生態系を
守るための放流（最大毎秒0.96㎥）を行います。

　（奥木曽発電所）

　ダムからの放流水のうち最大
4.7㎥/ｓを利用して、長野県企業
局が最大出力4,800KWの発電を
行います。発電量は一般家庭約
12,000戸分に相当します。

※

※

※１　多目的ダムでは、現在日本で2番目に高い標高※２　諏訪湖の容量に匹敵


